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る
も
の
が
多
瓶
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
．
ぞ
も
竃
嚢
猿
來
爆
墨
黒
理
的
現
象
と
し
窺
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
劣
籍
嚢
竣
も
、
憂
欝
、
生
生
的
に
．
．

　
　
見
℃
庵
、
必
ず
し
も
明
白
で
は
な
ぐ
．
而
も
そ
れ
が
多
分
拠
肚
會
納
侮
維
濟
的
環
境
に
よ
っ
て
勧
く
騰
の
・
で
み
る
。
義
ζ
浅
に
言
ケ
老
衰
な
、

　　

ｻ
の
蓮
的
嚢
墨
染
そ
の
隼
活
蕩
養
し
得
煮
鹸
態
寛
る
べ
き
慨
そ
潔
あ
双
方
の
事
情
の
暮
に
咽
挨
零
“

　　

g
、
ど
の
潔
斎
醤
性
、
、
譲
崔
の
警
、
，
港
輯
讐
振
糎
の
高
い
あ
需
ゑ
．
即
ち
言
暴
の
繕
環
誓
そ
遍
．

．
壽
議
疑
鞭
騨
製
働
臥
舗
禰
鞭
羅
贈
欝
欝
雛
聴
器
難
筋
「
翻
鐸
吻
地
，

　
　
　
．
（
三
）
～
生
理
的
老
師
と
言
弦
も
紹
謝
臨
で
は
な
で
、
、
・
そ
の
人
に
よ
り
概
め
て
相
封
的
に
ズ
る
．
も
の
で
あ
る
邪
、
扁
般
に
ば
声
姿
勢
の
前
沼
」
脂
肪
過
多

　　

@　

@　

i
輿
に
多
七
里
鷺
官
の
籠
霧
、
鐸
罵
落
、
．
藩
の
墨
壷
農
び
筋
肉
婁
簾
の
釜
竣
宅
て
現
説
る
霧
屠

、
　
・
．
老
舞
究
の
鴛
、
．
遠
耳
等
量
暑
爵
の
理
」
蓄
饗
＋
周
年
書
誌
五
三
叢
墨
壷
及
び
声
饗
勝
垂
幽
「
老
錨
の
ゆ
．
」

　
　
　
　
・
，
、
輩
的
研
究
」
洞
夫
き
頁
以
下
三
巴
窯
三
思
ゐ
二
．
，
「
∴
　
㌧
㌧
．
．
・
、
魂
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
・
2
．
∫
∫
．
馳
　
．
四
．
．
諸
國
．
の
老
．
入
保
護
制

　
　
　
h
A
）
　
姦
曲
4
莫
倒
は
資
本
主
義
的
蚕
食
を
極
め
て
育
て
酒
且
つ
輿
型
的
な
形
で
h
行
っ
た
園
だ
け
爬
、
そ
の
垂
下
主
義
の
副
産
物
た
肌
ド
「

睦
　
　
即

」
藷
富
舞
霧
髭
下
墨
孔
距
め
藷
蚕
業
の
震
も
馨
屠
い
魔
を
寧
蓄
玉
璽
、
，
耗
的
審
保
障
制
度
で
も
曇
．

も
綜
合
的
な
製
橡
麺
レ
て
い
奮
．
先
づ
英
の
馨
婁
饒
に
毒
の
カ
ツ
リ
ヅ
ク
誉
心
の
施
與
爆
睡
に
初
奮
、
誘
後
極
ゆ

老
陰
の
肇
（
蕾
）
／
一
　
．
「

．
　
＼
＝
へ
，
と
〔
．
．
三
二
七
梱
，
ご
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
、

、
，
　
、
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三
）
兄
Q
八
年
の
塞
誰
童
舞
は
、
雪
ザ
ペ
ス
女
王
の
晩
景
六
〇
奪
の
製
以
塞
翌
年
に
碁
救
貧
馨
分
解
旛
2
を
一
幅

　
　
　
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ぴ
ビ
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
ナ
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　　

@　

@
す
も
の
書
》
惇
ド
ー
ジ
謬
馨
し
窃
。
義
発
♀
灘
の
懸
者
に
望
て
」
漢
の
保
険
料
携
込
諭
要
一
し
選
國
黍

　　
　
　
，
　
法
政
研
究
第
＋
七
巻
合
併
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
“
　
’
　
　
・
．
　
　
　
．
ζ
　
　
．
ご
三
八
　
　
　
　
　
　
　
　
燕

で
曲
折
の
あ
る
獲
展
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
之
を
（
一
）
施
與
血
忌
時
代
・
（
二
）
　
緋
極
貧
行
政
時
代
　
（
三
）
　
救
貧
行
政
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
　
　
　
　
噺
　
　
　
　
・
　
　
，
　
　
・
　
　
　
　
　
『
　
　
（
デ
》

（
叉
は
博
愛
主
鍍
の
時
代
）
を
掲
げ
る
が
、
今
日
の
英
の
制
度
、
の
理
解
に
は
、
ヴ
子
ク
ト
リ
ャ
時
代
以
向
を
見
れ
ば
足
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

而
七
て
こ
の
時
代
の
特
徴
は
、
腕
車
乏
し
て
に
自
助
主
脈
が
高
調
ざ
れ
、
そ
れ
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
救
貧
淡
の
落
穴
を
も
た
が
、
㌦

そ
れ
は
制
物
的
扱
い
を
繋
れ
な
か
っ
た
。
而
し
て
老
齢
者
は
そ
の
生
活
能
力
の
低
弱
の
故
に
、
轟
轟
の
薩
會
事
業
」
・
、
就
會
行
政
の
救
濟
の
、
・

　
　
　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

勤
像
と
な
る
ご
と
が
、
多
か
つ
魯
と
は
濃
霧
難
く
凄
い
が
、
、
特
に
養
老
保
障
Q
制
輿
ど
七
て
注
目
す
べ
き
祭
r
ア
職
争
後
の
一
九

〇
八
年
の
・
「
養
老
年
金
」
制
で
あ
る
。
そ
れ
は
七
〇
才
以
上
の
者
に
金
将
的
に
支
給
ざ
れ
る
年
金
制
で
・
そ
の
財
源
は
全
額
負
数
で
あ
っ
た
二

謬
の
蕎
絹
雲
婁
で
図
幅
欝
の
み
に
止
ま
つ
華
一
．
！
．
び
』
、
・
…

‘
博
ε
ど
の
澗
ρ
藩
讐
暑
憲
群
舞
蓼
．
・
亙
濃
鼠
葦
葺
錬
徹
三
、
駕
隅
馨
欝
崖
、
憲
竃
，
盲

．
　
英
暗
記
暴
、
の
叢
に
寄
る
唇
甚
警
保
馨
報
三
輔
一
巻
七
、
八
重
煮
◎
亀
、
㌃
　
，
　
．
㌧
　
ご
・
∬

　
　
　
　
、
一
　
面
　
　
　
　
“
　
　
　
　
η
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
階
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
ノ
・
　
　
　
　
・

り

！
！
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、

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
－
　
　
　
　
齢
　
　
、
　
　
’
　
、
　
．
’
　
　
　
…
．
　
ゼ
．
、
鮨
　
　
　
　
　
　
　
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
　
、
」
傍
題
で
之
喬
除
し
た
球
の
給
器
努
の
受
給
さ
れ
る
讃
の
震
〈
に
よ
わ
奪
議
廿
．
釜
重
態
し
壷
誘
誇
の
輿

．
〉
．
麗
吉
、
そ
の
羅
蕪
の
攣
要
は
停
止
な
ど
誓
わ
れ
た
つ
又
亮
秘
書
貸
吉
の
「
寡
雨
顎
蒙
年
金
法
に
よ
る
養
老
霊
・
．

　　

ﾞ
選
励
聾
墨
縄
題
上
澄
の
参
蝿
澗
凝
會
一
周
噸
認
」
§
三
頁
以
下
騰
蝦
貧
膝
摩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

．
ξ
桑
省
の
蓋
漂
」
綜
合
雑
覆
輝
鯉
が
況
四
八
年
七
月
吾
暴
富
煙
れ
替
り
、
礎
2
町
回
で
の
老
人
曝

謹
も
、
ぞ
無
籍
馨
保
障
の
、
蔀
と
な
っ
て
い
る
．
尾
も
ぐ
あ
一
九
三
年
の
馨
盤
會
保
障
の
緊
要
、
る
構
墾
レ
、

τ
琴
義
黛
9
九
四
二
至
要
ビ
ザ
ア
リ
ヅ
愛
重
矯
の
書
る
。
即
妻
駿
究
璽
繋
馬
月
、
一
．
曾
、
．
時
の
繧

藁
蕎
ぐ
↓
落
下
氏
に
よ
り
任
命
読
た
漏
藻
瞼
及
び
ご
廃
蘭
証
す
る
苦
慮
に
關
湾
盗
省
野
糞
委
貫
遭
の
薦
　
、
．

養
蚕
あ
塞
、
ザ
ィ
リ
ア
ム
、
’
ビ
ヴ
ア
リ
ッ
ヂ
墨
黒
の
責
任
ゐ
下
に
蟄
嚢
さ
契
爲
に
、
そ
の
名
が
あ
贈
の
で
憾
σ
内
容
獣

は
選
民
で
あ
る
湿
は
、
搬
入
の
如
璽
か
慮
傭
さ
れ
て
い
彊
塁
砦
の
蛎
の
條
弾
豆
｛
堪
て
、
、
惑
儒
糎
審
掻

羽
入
せ
レ
ゑ
朔
劣
馬
料
を
納
讐
弦
も
の
で
芝
の
課
瞼
潔
．
e
ニ
ハ
⊥
．
七
亥
二
）
天
三
♀
．
（
三
ン

，
．
三
弦
二
二
に
分
ち
．
・
甥
斎
に
、
導
電
塁
の
双
菰
ち
黒
髭
最
辛
る
も
の
で
、
「
あ
猛
給
付
は
（
弓

　
被
用
者
　
（
二
）
，
其
の
他
の
有
職
業
者
　
．
（
三
）
　
主
婦
　
（
四
）
　
其
の
他
の
無
職
の
艸
労
働
年
齢
者
・
ハ
五
）
壷
労
働
年
齢
に
達
し
な
い
養
・

（
六
謡
奮
嚢
概
壼
ハ
算
ぢ
∴
㊧
留
轟
（
・
）
墾
豊
，
．
〈
ρ
退
職
舞
ε
欝
・

い
不
善
手
當
金
（
ホ
Y
．
失
業
手
入
金
（
・
ヘ
サ
授
産
手
當
金
　
（
ト
）
，
災
害
年
金
．
・
．
（
チ
ゾ
’
・
子
女
争
恩
金
　
（
ゾ
）
．
其
・
の
他
（
婚
姻
、
娼
■

竣
寡
婦
鳶
醤
等
♀
謹
、
を
支
干
す
悪
の
蕩
つ
た
鴇
盗
塁
ハ
の
階
灘
所
謂
．
運
漕
階
級
∴
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燕
㍗
・
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噸
：
ψ

ツ
ふ
し
レ
　
　
　
　
　
も

ジ
鰯
痢
・
、
俘
’

窪
窪

畷
銭
∵
．
二

藤
〆
・

義
摯
、
∴
ゐ
周

鷲
↑
声
て
窪
“
党

　
　
　
　
　
ノ

～
『
一
　
　
　
　
。
鱗

．
2
．
だ
　
翻

　
　
　
　
　
、
、
乳
、
ぐ
“
M

　
　
　
　
　
　
　
F
　
．
、
一

　　

@　

@
～
∵

　
　
　
　
　
　
　
・
㌦

　
パ
ご
　
二
『
・
聴
智
ζ
ー
ー
㌦
　
3
　
　
　
～
　
ム
語
．
　
p
噌
㌦
．
脅
抑
昏
・
炉
ジ
ワ
・
㌧
　
　
　
　
髄

　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
　
　
　
．
　
暫
甲
・
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
f
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裾
　
抄
：
　
　
　
㌧
　
　
’

　
　
　
　
－
法
欧
既
究
第
十
七
雀
含
忌
詞
　
　
　
　
　
　
＋
　
・
　
、
　
略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
智
、
．
　
　
こ
四
〇
　
、
・
　
　
、
　
　
　
　
　
　
．
一

　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
や

・
で
は
な
く
い
各
人
の
最
低
生
活
を
保
撫
す
る
た
め
に
は
、
構
う
す
べ
費
か
と
い
つ
黙
か
ら
分
け
ら
れ
海
も
の
で
、
吻
特
別
の
逗
留
で
そ
の
保

貯
金
で
足
り
な
い
謬
は
、
暴
を
舞
と
し
謡
豊
濟
で
行
ぐ
と
考
も
の
旭
、
論
難
は
審
保
瞼
忠
で
、
之
に
配
す
る
に

馨
嚢
を
以
手
る
と
い
う
立
前
で
転
輩
、
み
ビ
亨
ッ
譲
璽
み
公
器
陵
身
受
側
か
ら
猛
烈
釜
据
讐
・
馨

　
も
又
時
期
省
早
と
し
て
、
そ
の
即
時
實
現
に
は
賛
成
す
る
に
至
ら
な
か
つ
泥
ゆ
し
か
し
そ
の
観
一
九
四
四
年
に
は
、
と
れ
を
沼
部
し
た
政
．

　
　
　
　
　
　
し
　
　
バ
ロ
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
の
　
　
　
　
ジ
　
　
　
　
　
ト
　
な

　
府
案
が
襲
表
さ
れ
、
軋
で
船
に
基
い
て
一
九
四
五
年
に
は
先
づ
「
家
族
手
當
法
」
が
成
立
し
、
次
い
で
四
六
年
に
は
「
拳
蟹
保
添
田
」
　
「
國

”
書
院
（
業
務
災
害
）
蕪
蒸
属
耀
療
嚢
迭
が
製
さ
れ
て
、
審
罎
の
婆
羅
と
濃
漿
営
企
禦
習
と
な
つ

喋
、
箆
四
七
礎
は
國
嚢
饗
幾
箸
、
突
讐
翌
源
ら
之
等
轟
の
葎
の
全
欝
寡
を
見
、
訟
』
に
馨
．

　
・
灘
會
保
障
制
憲
、
の
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
講
席
は
上
記
ビ
案
に
多
少
の
修
疋
を
加
え
た
も
㊨
に
止
を
る
・
而
し
て
そ
．
の
申
棲
た
・

誰
警
護
毒
の
い
扇
子
馨
留
る
暴
怒
は
∴
◎
駿
（
全
長
民
）
．
（
二
）
更
手
事
金
（
蓄
営
み
二
　
●

．
嘱
三
～
嚢
欝
金
露
嚢
潜
薯
の
み
）
（
週
早
強
歪
錦
窯
纂
へ
ぬ
つ
毒
書
巻
董
（
鴬
．

　
．
孤
兄
の
保
護
者
手
墨
金
　
（
八
）
㍑
退
職
年
金
　
（
九
）
．
死
亡
ゴ
静
金
や
み
吻
や
～
ビ
案
窟
笹
子
女
手
當
を
保
強
申
菰
加
え
て
擁
距
が
、
マ
之

斎
婁
．
（
聚
族
手
嘗
賦
し
）
も
、
．
ρ
）
鷲
谷
善
書
）
震
幾
（
言
死
享
當
曾
翼
鏡
貴
湯
疲
録

し
て
別
法
と
駕
つ
鴬
，
而
心
婁
の
爆
醸
料
は
英
國
馨
3
階
級
券
ち
吹
の
無
ぐ
し
た
。
二
・
、
，
．
二
．
之
．
㌦
．
．
・
，
轡
．

：
．
．
．
．
階
．
級
畷
男
子
か
八
綴
子
ぞ
．
か
論
捕
．
葺
論
議
　
　
　
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
象
璃
窯
岸
．
．
ミ
筆
写
三
交
孕
，
・
三
志
二
謝

塵
事
㌘
．
§
裏
片
｝

∴
宮

　．・　・霧

　　『なQ
∴；・“進

コ著；

　
〆
飢
」
、
滋
，

∴
．
高
∴
　
∴
轡
　
　
∵
鱈

｝擁　『

♂

ヂ



曲
　
　
　
F

三四三三騨三叉欝羅

P

O

虜
　
螢

■

　
　
　
　
　
曳

　
　
　
　
　
　
ら

亙
！
奢
1
，
憲
五

・
〆
幽夏

鳶
五
，

三
志
四
片
，

　
　
　
　
ζ

〆

無
一
職
　
者

．
四
．
志
八
片

、
三
、
志
八
片

二
憲
九
．
片
．

二
志
三
面

層
、

　緊購騨欝欝ぐ　ゴ’

～
丁
子
、
々
て
そ
の
中
踊
老
人
保
障
と
ル
て
の
制
度
の
車
稜
怯
黒
甜
難
民
保
黒
黒
の
「
提
実
年
盒
し
で
あ
り
西
そ
れ
は
男
子
山
ハ
五
才
、
女
子
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
　
　

b
才
に
讐
た
時
、
定
常
的
職
業
ら
達
す
れ
ば
年
金
嶺
の
幕
潜
る
、
・
そ
漏
鑑
膜
二
惹
と
詫
ゑ
而
し
美
♀
、

　
未
満
の
妻
の
あ
る
と
き
ば
一
・
六
番
の
追
加
、
六
σ
才
以
上
の
妻
に
志
し
て
は
恥
個
の
年
金
と
七
て
で
六
芸
コ
翌
翌
で
保
強
に
加
入
し
て
、
い
、

婁
青
・
身
κ
三
民
志
の
年
婁
繋
る
．
篠
袷
讐
受
け
る
癖
が
要
撃
齢
に
ぞ
蒔
畿
呈
露
黛
。
．
蓋
奮

飯
豊
盛
る
時
は
ズ
に
事
態
糞
垂
遜
れ
る
．
毒
職
藷
箒
攣
る
営
養
撃
裳
五
ケ
年
闇
薫
険
料
二
五
　

画
逡
も
黛
、
、
憲
づ
つ
檜
星
羅
奪
巖
攣
金
蔓
け
．
五
ケ
蒲
に
最
高
δ
嵩
置
獺
書
俺
そ
勇
薯
0
．

婁
ま
参
餐
段
．
諜
者
嶺
め
重
華
籍
鷹
志
う
の
が
》
あ
概
簿
融
．
ヒ
．
三
、
・
一
三

　
　
爾
老
後
最
も
心
配
ど
な
る
疾
病
の
場
合
は
（
、
完
全
な
鴎
螢
殿
興
療
が
用
意
さ
れ
て
い
る
噛
外
、
寡
婦
子
女
な
ど
の
ぞ
れ
も
綜
合
的
配
慮
の
、
下

。
に
行
わ
れ
て
回
る
顯
で
へ
最
も
範
と
す
憲
も
0
の
τ
断
じ
得
ゑ
・
．
ご
．
．
　
τ
　
　
　
，

、
㌧
（
ミ
）
，
．
、
誰
篠
険
も
貯
蓄
國
轟
轟
憲
畢
る
つ
望
髪
的
讐
畏
は
失
桑
遷
幸
量
雰
2
ぞ
慮
の
馨
に
は
三
三

じ
．
．
翌
漢
書
歪
婁
ゑ
、
そ
れ
以
麓
婁
壽
婁
欝
裏
線
智
、
簸
青
豆
雲
夜
な
負
翻
す
る
。
辱
の
叢
2
羅

　　

@　
|
輔
虹
ボ
薄
書
懸
想
、
曳
．
陰
書
選
書
汎
癒
谷
野
の
「
「
艶
歌
畷
は
首
べ
き
～
、
ど
聴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
－
　
「
　
・
　
．
　
　
　
　
　
p
　
　
　
　
　
唱
　
」
　
　
　
噛
し
，
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
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汐
∴
楓
　
・

ゴ
礁
∴

∵
　
鼻
F
臣
、
・

ざ
　
鯉
　
　
　
　
“

蒜
嬉
笹

脚
∴
ン
　

邸
纂
炉
蕊
㌔
　
㍉
　
層

避
冠
譜

蕗
紫
マ
．
　
’
4
　
げ

・
べ
㌔
曲
ぞ
、
　
・

へ
　
　
　
　
ぽ
な
へ
　
　
が
ム
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
♪
鳩

　
卑
　
　
　
瓢
　
噂

風
・
と
3
～
　
・
肝
一
　
ノ

．
最
　
　
％
轟

引
　
　
　
曳
　
㌦
盛

一
劃
ず
～
　
ぜ
“
　
　
　
　
　
　
　
　
，
砒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壁

　
　
　
　
　
　
▼
卜
　
　
詮
　
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弧

　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∵

　
　
　
　
　
　
　
　
卍
　
　
　
　
　
　
．
　
・
　
〒
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱
7
・
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
ギ
　
・
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
法
政
研
究
第
十
七
巻
合
供
號
　
　
’
　
　
．
尚
　
　
　
『
　
　
　
．
、
　
　
　
㌦
　
　
㌧
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
ご
四
二

　
　
　
　
　
（
ミ
）
　
國
家
と
個
人
と
の
．
協
力
を
瀞
提
と
す
べ
き
ご
と
を
畢
げ
る
。
亀
嵩
英
．
墨
袋
の
「
個
入
の
費
任
の
窮
覗
」
が
見
え
る
。
即
ち
三
囲
の
生
活

・
・
．
華
墨
保
讐
よ
り
覆
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
生
覆
蓮
葉
間
保
讐
瞥
の
契
約
と
か
貯
蓄
と
か
に
誘
準
備
す
べ
馨
あ
る
と
す
る
．
臥

　
　
　
　
・
も
の
で
あ
る
η
．
　
　
．
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱
　
　
　
　
　
η
　
許
　
　
　
　
・
．
．
　
　
　
“

　
　
（
四
）
㌦
ラ
フ
ィ
ッ
滋
藤
蕪
「
馨
舞
四
達
七
二
姦
下
。
浄
．
　
『
．
一
　
．
、
＾
　
零
貼

。
（
五
Y
上
記
は
賢
保
険
養
よ
る
嶺
町
料
で
あ
り
、
災
害
保
強
料
に
こ
れ
と
は
甥
紅
、
被
用
法
び
雇
至
鋳
霞
M
．
λ
茅
以
上
の
男
子
は
三
四
．

，
　
　
　
片
（
山
詞
）
、
伺
上
女
子
§
片
、
　
鰍
．
八
才
宋
黒
め
男
子
二
・
爾
片
、
女
子
二
膏
と
す
る
◎
　
．
　
、
．
　
・
」
　
一
　
　
　
　
・
　
、

㌃
（
六
）
専
§
裏
壁
葦
影
・
、
藤
馨
「
審
鐙
綿
塵
、
”
近
接
薫
隷
會
欝
」
六
養
以
下
、
漿
蓬
「
審
保
駿
器
」
二
．

　　

@，

ｵ
九
頁
至
言
響
斎
年
記
塞
書
護
導
蓼
揮
、
か
．
，
ご
“
、
二
～
・
－
．
匹
↑

　
　
へ
七
）
叢
離
島
國
の
雲
國
蓉
霧
は
、
審
保
険
蒔
響
三
巻
ミ
塗
ハ
墨
跡
、
昭
和
悪
筆
遜
譲
管
薪
聞
紙
蓼
照
．
轟
・

　
　
桝
　
　
　
，
　
ず
ン
　
　
　
〔
　
一
　
、
》
　
㌃
　
　
・
　
・
ち
　
　
　
㌦
　
　
　
！
　
　
　
　
’
馬
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
”

・
ハ
B
）
・
零
丁
米
畢
は
そ
の
資
源
婁
富
さ
、
・
エ
輩
肇
養
器
差
湾
聴
器
帯
化
ど
墾
北
に
よ
互
そ
の
鷲

轟
超
選
る
馨
罎
煮
凝
た
．
浸
し
謹
呈
の
濃
で
虜
に
震
綴
を
庸
5
ヒ
慮
峯
た
。
選
こ
礫
瞼
潅
、
滋

霧
、
難
場
、
稽
．
蔑
、
謬
所
等
籏
讐
舞
い
養
叢
響
姦
保
馨
と
す
鳶
の
で
葵
謬
讐
、
、
峯
蕩
者
、

薯
淫
愛
縁
叢
導
の
欝
の
露
営
各
ん
書
盗
裟
が
、
多
暮
せ
し
あ
欝
欝
喪
い
て
疑
。
墜
三
惑
ご

凱
㍑
∵
』
鎖
辱
．
㌧
㍉
．
ζ
ケ
㌶
一
、
三
ド
∴
罫
∵
∴
を
・
．
↑
、
∴
≧
∴
∴
b
虚
篤
～
ベ
デ
で
．
、
．
・
臨
画
ギ
匡
、
－
、
、
．



，
欝
∴
　
、

・
謬
、
饗
．
　
　
一

嚇
、

　
　
≧
　
　
「
」
甲
　
　
　
　
　
　
　
種

「
　
　
　
岬

駆
麿
篤
欝
讐
　
　
　
、
　
、
（
一
）
　
　
　
　
　
9

隠
退
給
付
（
養
老
年
金
）

．
（
二
）
妻
女
年
金

　
　
　
　
　
’
（
三
）
　
子
女
年
金
（
四
）
遺
産
年
金
（
五
）
寡
婦
年
金
　
　
　
　
　
　
　
　
’

（
六
）
寡
婦

饗
　
　
　
　
」
時
金
響
鶏
　
歪

（
七
）

　
　
　
　
　
へ
．
翻
年
金
（
八
）
　
｝
　
　
　
　
　
砺

死
亡
、
一
時
金
が
あ
る
が
、
　
　
　
　
　
　
、

こ
勾
で
最
も
直
接
的
な
も
の
は
、
勿
論
第
一
の
　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薗

「
養
老
一
年
金
」
で
あ
　
　
　
㍉
．

羅
4
，
．

蹄
ち
そ
の
養
老
年
金
に
、一

　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
こ
の
保
瞼
に
十
年
闘
被
保
記
者
で
あ
っ
覚
者
（
完
全
被
難
壁
者
と
呼
ぶ
）
に
つ
き
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

そ
の
人
が
六
五
才
以
上

、
覧

　
　
　
　
就
業
し
て
居
な
い
場
合
、
b
費
で
の
δ
髪
加
え
た
も
の
を
給
難
つ
・
し
か
し
上
記
の
五
才
に
な
つ
泥
場
合
、
．
そ
の
夫
の
給
付
額
の
牛
額
を
受
け
る
者
で
あ
り
、

牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
爾
後
毎
月
そ
の
人
が
書
窓
受
け
て
居
海
牧
入
を
基
準
と
し
て
、
最
高
月
八
五
弗
拘
最
低
＋
弗
迄
の
金
お
金
額
寒
均
月
繋
○
費
下
の
馨
四
〇
％
し
貯
牧
五
σ
露
呈
の
者
は
五
〇
費
四
〇
％
に
そ
れ
以
上
二
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
コ
）
の
っ
妻
女
年
金
」
も
、
．
前
記
堅
目
老
年
金
を
雪
げ
る
〃
者
、
の
」
妻
…
が
山
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
（
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
　
ρ
「
子
女
年
金
」
も
養
老
年
金
受
給
者
の
子
女
で
一

一

　
　
」
　
　
も
璽
饗
ゴ
　
　
一
響
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
　
　
■
六
｛
才
未
満
…
の
未
婚
者
及
び
一
八
才
未
満
…
の
通
態
丁
中
の
も
の
が
、

さ
れ
、
三
等
は
凡
て
廣
義
で
は
養
老
給
付
た
る
性
質
を
持
つ
こ
と
は
特
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
如
き
三
三
給
付
の
財
源
調
達
は
、
被
傭
者
並
に
雇
主
か
ら
次
の
如
く
徴
黙
す
る
と
定
め
ら
れ
た
つ

や
拡
り
養
老
給
付
の
孚
額
を
受
け
み
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
斡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

そ
の
他
は
聡
警
給
付
と
し
て
支
給
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
、
　
　
　
　
　
●
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輝
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九
ミ
七
年
よ
り
三
九
年
ま
で

一
九
四
〇
年
よ
り
四
二
年
ま
で

町
端
侮
耀
樽
町
噛
鰍
《
寧
㌦
．
四
九
欝

　
　
　
｝
響
　
　
　
　
　
　
　
’

篠
1

藻
受
壷

同
回
・
豊

書
画
【
　
同
二
・
豊
　
同
三
％
，

■

雇
　
圭

支
擁
賃
金
　
　
　
呵
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そ
の
直
接
原
因
は
一
般
國
民
の
生
活
窮
迫
に
あ
る
℃
と
勿
論
な
る
も
、
奄
奄
我
國
で
は
申
産
階
級
以
下
Φ
人
々
の
敬
老
三
親
孝
有
亡
は
、
．
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ﾄ
も
鰹
す
べ
凶
呈
申
軍
鶏
絶
無
の
封
建
毒
煙
綴
饗
れ
な
け
盤
麿
ぬ
が
、
新
し
い
摯
倫
理
撒
嚢
徳
が
確
、
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@　

ｧ
詫
春
れ
ば
な
与
、
そ
の
理
論
と
患
付
け
と
箭
慰
書
譲
る
乏
を
、
ご
瓦
で
罐
こ
う
↓
た
時
代
矯
σ
三
冠
琴

　
　
　
　
　
　
せ
重
ん
壱
遣
る
老
漆
、
審
馨
製
と
し
で
如
鯉
救
う
ぺ
ぶ
域
一
か
な
選
坐
し
寛
悉
と
髪
る
だ
堪
あ
る
。
．

　
　
　
　
　
〆
　
卸
ぢ
從
來
の
官
財
の
養
老
、
並
に
老
入
保
障
施
設
拭
既
述
し
た
ぷ
、
斯
る
も
の
で
ば
↓
上
記
の
如
ぐ
重
大
に
し
て
緊
急
化
し
た
本
問
題
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、
に
黒
し
憶
い
ヒ
と
朋
堪
鍵
。
併
書
局
量
署
世
望
月
か
ら
の
馨
膿
製
馨
隠
魚
、
廿
二
隼
三
三
に

　
　
　
　
　
．
，
謎
會
保
障
製
要
遡
を
公
壱
、
．
馨
的
計
蚕
下
に
、
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叢
盤
軽
羅
制
婁
六
段
階
雰
ち
て
鑛
充
露
夷
誉
髪
堤
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レ
て
い
炉
釜
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黒
し
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．
滞
在
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亮
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ず
遣
會
保
障
制
度
豊
滝
φ
晃
讐
樹
蓄
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J
補
選
薪
馨
搬
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伽
羅
鍛
鞭
憾
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着
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こ
画
は
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現

　
　
　
　
　
　
　
而
し
て
前
者
郎
ち
日
本
の
調
査
會
の
要
綱
で
は
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保
障
の
内
容
を
傷
病
一
慶
疾
、
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死
亡
、
剛
出
産
、
岩
見
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老
齢
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失
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の
七
種
r
と
し
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劣
由
．
議
議
す
る
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美
し
義
、
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齢
盤
禦
設
け
．
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〇
才
、
煙
管
〇
才
事
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譲
る
．
但
姦
藩
よ
軌
家

　
　
　
　
　
　
給
開
始
年
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は
海
雀
考
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し
、
難
事
も
老
議
場
ム
・
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年
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を
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題
老
君
達
し
巻
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あ
る
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イ
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密
付
老
妻
骸
泉
の
傳
欝
退
軍
齢
で
あ
る
拳
聖
慮
無
籍
の
退
職
者
重
落
墾
べ
き
で
あ
る
黛
三
三
た
三
三
ゐ
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壷
用
の
熾
か
ら
湿
る
と
δ
ぐ
乏
漉
の
欄
俊
羅
の
瑠
に
お
い
π
爆
撃
攣
羅
攣
げ
る
よ
う
重
き
で
身
濡
三
三
誉

・
．
即
端
縫
難
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騨
働
擁
護
難
矧
難
鷲
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讐
磯
回
薄
四
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錠
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篠
給
盤
、
落
蓋
糞
壷
漁
業
縫
重
重
入
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議
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塞
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を
運
蘂
馨
霊
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し
て
の
婁
回
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章
ケ
月
を
葉
な
憾
み
る
．
、
乏
、
．
翻
未
薯
量
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撰
を
行
－
覧
、
麦
被
保
馨
の
保
零
墨
に
扶
装
族
の
三
輪
陛
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ブ
，
慮
す
べ
《
、
ぞ
象
蓄
付
は
、
退
撃
強
吉
書
馨
で
緩
入
港
霧
馨
年
齢
の
震
、
霧
雲
の
獲
霞
限
る
を
。
「
そ
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毒
書
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撃
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蒙
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遷
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額
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書
二
項
三
冠
壽
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・
．
・
デ
る
量
る
蓼
露
指
く
づ
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ぞ
孟
漏
る
愚
書
習
事
肇
て
公
襖
助
で
嬉
笑
堪
あ
ゑ
．
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・
、
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驚
欝
の
老
碧
保
獲
．
麗
の
知
羨
め
歯
焦
し
て
．
綜
合
的
羅
婁
募
護
象
垂
力
を
傾
け
る
醤
瀞
縫

《
嬉
岱
逐
電
森
呈
露
讐
の
み
に
謝
玄
翌
翌
の
露
を
凄
篭
る
鴫
♀
盈
．
・
暴
落
か
も
冤
童
羅

讐
愛
書
撃
軍
書
老
人
櫨
登
士
、
そ
め
嘉
輩
繁
嘉
え
馨
の
ど
し
垂
れ
る
」
こ
と
藁
零
の
君
蕩
、
「
、
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疲
曲
者
に
謝
し
て
行
っ
て
い
る
如
く
、
老
齢
者
を
、
特
殊
な
作
業
施
設
、
叉
ば
厚
生
施
設
な
ど
に
吸
食
す
る
こ
と
で
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る
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並
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縣
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び
市
並
に
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（
現
在
の
養
老
院
と
は
別
個
に
尼
、
ご
う
し
た
老
人
薄
陽
の
特
別
作
業
場
．
《
融
解
企
業
走
競
争
干
係
に
立
・

　
　
　
　
　
　
。
だ
臓
も
の
を
篠
す
薯
の
遷
る
こ
と
を
工
夫
す
釜
志
を
．
苫
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活
の
場
と
共
量
器
毒
蒲
を
れ
を
二
種
乃
至
三
種
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惇
を
作
瀬
野
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ど
に
よ
の
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£
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で
牧
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し
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之
に
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の
岳
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の
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憲
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懸
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。
勿
論
そ
の
老
聖
職
者
の
斯
藷
設
え
の
牧
容
を
そ
の
者
に
鍋
憂
き
で
悉
が
、
儒
者
が
毒
す
る
膠
、
且
つ
誘
生
．

循
讐
階
無
題
蓄
善
に
謝
篠
、
牧
容
竃
霧
あ
る
も
の
事
べ
馨
あ
る
。
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そ
の
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門
は
羅
物
僚
窪
産
自
照

摺
昼
餐
ど
、
奮
從
養
の
、
憲
を
讐
与
る
に
役
立
つ
厚
愛
器
粟
で
あ
薩
り
、
そ
の
企
諜
の
畠
曇
び
、
層
工
季

．
を
ヒ
ろ
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し
三
三
か
ろ
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．
．
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．
　
・
り
．
二
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．
斯
く
す
殺
、
お
如
茎
諜
か
ら
の
老
齢
霞
、
そ
の
企
業
傭
置
の
施
設
に
入
営
公
共
の
も
の
は
、
そ
選
外
の
欝
奮
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の
婁
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す
れ
還
る
を
に
な
る
。
ぞ
還
郷
に
、
．
5
し
遜
度
の
集
癒
耐
え
饗
蕎
馨
並
に
病
嬰
は
、
屡
又
は

　
’
府
縣
維
螢
の
濫
泉
場
、
そ
の
他
σ
保
健
地
に
建
設
さ
れ
黒
藻
養
老
施
設
に
逡
ら
る
鴫
き
で
あ
る
が
、
，
既
存
の
養
老
院
も
、
■
こ
の
際
、
面
甘
．

㌧
箪
新
し
て
饗
足
し
て
ほ
し
い
・
、
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－
．
一
．
　
、
・
．
・
＝
．
・
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冒
．
魁
．
．
、
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一
．
一

．
ガ
老
た
提
馨
、
實
は
個
々
に
馨
的
に
行
詫
て
違
の
効
果
は
羅
鳶
燃
．
套
日
本
の
薪
し
い
麓
覇
の
思
し

て
、
こ
の
提
墓
園
条
墜
悪
考
え
る
も
♀
あ
る
。
帥
ち
霊
夢
の
欝
碧
臓
、
そ
の
馨
藻
を
篁
儘
争
の
み
擾

建
て
纏
い
耀
う
噂
あ
毎
．
ア
メ
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